
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８６１０２

基盤研究(B)（一般）

2016～2014

神経難病に対する反復磁気刺激を用いたリハビリテーション

Repetitive spinalmagnetic sustains the effect of exercise in Parkinson's disease

８０２９４７２６研究者番号：

三ツ井　貴夫（Mitsui, Takao）

独立行政法人国立病院機構徳島病院（臨床研究部）・その他部局等・臨床研究部長

研究期間：

２６２８２１６７

平成 年 月 日現在２９   ８ １７

円    12,600,000

研究成果の概要（和文）：　我々は、著明な腰曲がりをきたしたパーキンソン病(PD)患者において、姿勢異常並
びにパーキンソニズムの重症度に関する反復脊髄磁気刺激rTSMSの効果を検討した。rTSMSを週２回、４週間にわ
たり間欠的刺激を行い、同角度の改善と運動症状の改善が認められるか否かを検討した。対象はPD患者104名
で、磁気刺激とリハビリテーションを行うrTSMS群と後者のみを行うコントロール群の２群にランダム化した。
その結果、rTSMS群では腰曲がり角度およびUPDRS part 3は３か月にわたり優位に改善した。この成績はrTSMSが
PDに対するリハビリテーションの効果を増強させることを示唆する。

研究成果の概要（英文）：We examined the effect of repetitive spinal magnetic stimulation (rTSMS) on 
the bent posture and parkinsonian disability scale in patients with Parkinson's disease (PD) 
complicated with camptocormia. We intermittently performed rTSMS twice weekly for 4 weeks and 
investigated whether bent angle and motor symptoms were improved. The subjects were 104 PD patients.
 We randomized them into two groups; rTSMS group performing magnetic stimulation and rehabilitation 
and control group performing only the latter. As a result, in the rTSMS group, the bent angle and 
Unified Parkinson's Disease Rating Scale (UPDRS) part 3 improved favorably over 3 months. This 
result suggests that rTSMS enhances the effect of rehabilitation on PD.

研究分野：神経科学
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１．研究開始当初の背景 
パーキンソン病(PD)は振戦、無動、固縮およ
び姿勢反射障害を特徴とした代表的神経変
性疾患の一つである。本疾患は，疾患の進行
と共に首下がり，腰曲がりなどの姿勢異常を
高頻度に合併するが，この姿勢異常は治療抵
抗性であることが知られている。我々はパー
キンソン病の腰曲がりをきたした一部患者
に脊髄の反復磁気刺激法が有効であったこ
とをすでに報告した。本研究では脊髄反復磁
気刺激によるパーキンソン症状に対する効
果を検討した。 
 
２．研究の目的 
パーキンソン病は代表的な神経難病であり、
特徴的な運動症状に加えて多彩な非運動症
状を呈する。これまで我々はパーキンソン病
をはじめとした神経変性症に対し、新たな視
点から特別なリハビリテーションを考案し、
成果を上げている。その中で「腰曲がり」を
含む姿勢異常は、薬物のみならずリハビリテ
ーションに対しても改善効果が乏しいこと
が問題であった。最近我々は、同患者に対し
反復脊髄磁気刺激(rTSMS)を行い、短期的に
は姿勢異常が著明に改善することを見出し
た。この予備的検討を基にして、本研究では
パーキンソン病患者に一定期間、rTSMS を
施行し、姿勢異常ならびに姿勢反射障害に対
する効果を経時的に観察した。さらに、パー
キンソン病に特徴的な運動・精神症状に対す
る効果を検討した。 
 
３．研究の方法 
対象は徳島病院にリハビリテーションのた
め入院したパーキンソン病患者120名のうち
研究の同意が得られた 104 名。年齢は 50～
80 歳，Yahr は 3～4 であった。対象はリハ
ビリテーションに加えて磁気刺激を行う「磁
気群」とリハビリテーションのみを行う「リ
ハ群」の２群に無作為割り付けを行った。脊
髄反復刺激は，立位姿勢で脊椎のもっとも弯
曲した部位（部位部分は上位腰椎）に 5 Hz の
反復刺激を 1 秒間 × 8 回  (合計 40刺激) 
を行い，これを週２回、４週間にわたり継続
した。評価指標として United Parkinson’s 
Disease Rating Scale(UPDRS) (part 1-4)お
よび運動機能として Frontal Assessment 
Battery(FAB) 、 Mini-Mental State 
Examination(MMSE)、Self-Rating Depression 
Scale(SDS)および脊椎前屈角度を使用した。 
 
４．研究成果 
UPDRS の改善は part 3 は磁気群では
13.37+-8.99(mean+-SD、以下同様)、リハ群
では 9.84+-6.89 と有意な改善が認められた
(p<0.05)。前屈角度も磁気群で 5.5+-8.4、リ
ハ群で 2.5+-2.2 と有意な改善がみられた
(p<0.05)。 
以上の成績から、間欠的 rTSMS はパーキンソ
ン病の姿勢異常のみならず運動症状に対し

てもリハビリテーションの効果を増強させ
ることが明らかになった。このことは、rTSMS
がパーキンソン病の治療法の一つとなりう
る可能性を示唆するものと考えられた。 
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